
高濃度亜硝酸リチウム溶液が植物に与える影響 

 

 

亜硝酸リチウムが植物の生育に与える影響について、幾つか研究されていますがその殆どが低濃度（微

量成分）に関するもので、その概要報告は別紙（添付ファイル）に記載されています。 

 

一方、高濃度亜硝酸リチウム溶液に触れた植物が枯れる原因について、過去に報告されている文献はあ

りません。亜硝酸もリチウムも微量成分として存在する場合には、植物を枯死させることはありません。

そこで、高濃度であるがために起きた現象と考えられます。 

 

高濃度の電解質（塩）が、植物に与える影響として塩害と肥料焼けが良く知られています。これらは似

たような生理機構で植物の生育を阻害、或いは枯死させます。 

 

日本植物生理学会の『植物 Q&A 塩害について』では以下のように説明されています。 

『・・・細胞外の塩分濃度の上昇は、細胞内外の浸透圧差の減少につながり、細胞の生育にとって最も

重要な水の吸収を阻害します。水は、植物細胞膜を介した浸透圧差に従って細胞内に入ってくることが

知られていますが、細胞外の塩分濃度が高くなると、その差が小さくなるため必要なだけの水が入って

来なくなるということになります。』 

 

また、肥料やけについては、《花を植えようドットコム > 花を植えるための基礎知識 > 肥料の与え方

で決まる植物の生育 > 肥料焼け》では、以下のように説明されています。 

『・・・これは肥料の成分が含まれる水溶液の濃度が高くなりすぎてしまった為、浸透圧の関係で植物

の根の水分が奪われて、根が傷んだり根腐れしてしまうことを指します。』 

 

亜硝酸リチウムの保湿性が高いことはよく知られています。亜硝酸リチウムの高濃度水溶液に触れた葉

や根からは、細胞中の水分が亜硝酸リチウムの側に移行し、葉や根は水分不足となり植物の生育阻害或

いは枯死を引き起こされるものと考えられます。 

 

亜硝酸は自然界では硝酸やアンモニアなど窒素成分に分解していき、痕跡を残しません。リチウムは希

釈されていき炭酸リチウムなどの安定した状態となります。従って亜硝酸リチウムが、長期にわたり環

境を汚染することはないと考えます。 

 


